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培養併用 in・situ蛍光 ハ イブリダイゼーシ ョン法による（  頭 0伽 忽 吻 廂 及び （lamnyloZmcteT’
　coliの 迅速険出
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　【目的】カン ピロ バ クター
は食中毒菌として，近年，最も報告例が多い 。特に （  賜 lb加 c卿 ノ＠ 初 及び C 磁 が食中毒

の 原因として重要で ある。本菌群の
一
般的な検出は性状検査によるが，その 同定は容易で はなく平均で 4〜5 日を費や

す。本研究では Cjejuni及び C．　coliの 検出を迅速化するため，我 々 が開発した培養併用 FISH法を本菌の検出に応

用した。

　【方法】C 初 跏 ’及び C 　coliを含む 10種の （OPIohaterなどを供試しFISHプ ロ
ー

ブの特異1生を評価した。カンピロ

バ クターの培養には 5％嘶 蠍匡馬血液を添加したブル セ ラ寒天培地を用い た。

　【結果と考察】高温 1生カン ピロ バ クター検出プロ ーブとして CP3m ，　C 　ha
’
の検出プロ ーブ として LA71 を設計 し，それ

ぞれ FITC及び TAMRA で標識し鶴 また，特異性を高めるため競合オリゴ ヌクレ オチド（  pCP3を設言十した。　Cj伽 ’

及び C．　coli の特異検出に は CP3mLA71 ：C   pCP3を 1：1；5の モル 比 で 混合した 3（P／。フ ォル ムアミド添む麟 1液を用い

．るこ とが適して い た
。
こ の プ ロ

ーブ混合液と42°C で の 微少集落形成培養により， 生きてい るC 薄 婀 ∫及び C．　eoliとC 劬
’

をEY］liLて検出することがで翫 辮 菌体飭 れば 12−14日繝 で m   DA 基膿 萩 平鵬 地に直径50−80mm の 集

落を形成し蔦 この デュ アル プロ ーブを用 い た培養併用 F【SH 法によりC ノ伽
’
及び Ccogiの検出を 1 目以内に短縮

　で きた。
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付着卜生細菌とゴ エ モ ン コ シ オリエ ビ にお ける化学独立栄養的共 生の 証明
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（目的）微生物が付着するための 特殊外部器官を持つ 動物が濕 　一，M 〈域に棲息す るゴ カイや巻貝や エ ビ の
一

部で

知られてい る。また、それらの付着脂激生物はい くつ か の共通した逓縁種で 占め られて い ることが近年明らかになっ て

きた 。 しかしながら、 優占種の 付着脂敏生物の 分離培養に至っ て い ない ために、それらの 役割は深海底研究が始まっ

て以来、30年間謎の ままである。そ こで 、我々 は微生物が高密度に付着した腹足剛毛を持つ エ ビ、ゴエ モ ン コ シ オリエ

ビを研究対象とし、付着牲微生物 の 生理学的役割を調べ ることを目的とした。

（方法）化学合成細菌は、熱水に含まれる硫黄化合物や水素などの 還元物質を利用して炭酸固定を可能とすることが

知られ て い る。 そ の ため、還元 物質と
13CO2

を添加した人工 ，？S7J〈でゴ エ モ ン コ シオ リエ ビ を48時間インキ ュ ベ ー
シ ョン し、

その付着微生物が炭酸固定できるか を、炭素安定同位体比分析装置を用い て解析した。また、イン キ ュ ベ ー
シ ョン され

た 宿主の 肉の 炎、、 疋 百 立体比を解析し
、 付着微生物 が 炭酸固定した場合の 炭素源を宿主が受け取っ て い るかを調

べ た 、

（結果・考察）イン キュ
ベ ーション前後の付着微生物と宿主の 肉の炭素安定同位体比 を分析すると、明確に

13C
（h！

12CO2

比 が 高まるこ とが 示され た。この 結果 は、付着 性微生 物 の 少なくとも
一

部は化学合成糸晒 で あり、それら付着微生物に

よっ て固定化された炭素の
一
部 は宿主に与えられるこ とを意味する。 ゆえに、付着微生物とゴ エ モ ン コ シ オリエ ビ の 聞

に は化学独立栄養的共生関係が成立して い ると考えられた。
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